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玉
縄
城
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ジ
ア
ム
へ
の
歩
み 

 
 
 

 
 

 
 

【焔
硝
蔵
、
け
ま
り
場
の
整
備
開
始
】 

 

玉
縄
城
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ジ
ア
ム
の
形
成
は
当
会
の
目
標
で
す
。

そ
の
中
心
と
し
て
龍
寳
寺
ふ
る
さ
と
館
を
基
点
と
す
る
玉
縄
城

を
偲
ぶ
コ
ー
ス
は
、
私
た
ち
の
働
き
か
け
も
あ
り
七
曲
坂
と
太

鼓
櫓
市
民
緑
地
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
残
さ
れ
た
遺
構

の
「
点
を
つ
な
げ
て
線
」
に
す
る
七
曲
坂
平
場
、
古
道
、
焔
硝
蔵
、

け
ま
り
場
の
公
園
的
整
備
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 

「
焔
硝
蔵
」
は
、
太
鼓
櫓
の
南
側
に
主
と
し
て
竹
林
に
な
っ
て
い

る
市
の
緑
地
で
す
。
昨
年
十
月
に
市
の
案
内
で
調
査
を
進
め
、
竹

の
伐
採
と
筍
狩
り
を
数
回
行
い
、
今
秋
か
ら
は
竹
藪
整
備
と
あ

ら
た
な
在
来
種
の
植
樹
に
よ
っ
て
生
物
多
様
性
豊
か
な
樹
林
回

復
を
め
ざ
し
、
当
会
に
で
き
る
活
動
を
進
め
ま
す
。 

ま
た
全
国
的
に
も
類
を
み
な
い
城
址
遺
構
が
諏
訪
壇
に
隣
接

す
る
「
け
ま
り
場
」
で
す
。
今
は
密
林
状
態
で
す
が
、
清
泉
女
学

院
の
ご
理
解
の
も
と
整
備
再
生
を
め
ざ
す
下
調
べ
を
進
め
て
い

ま
す
。
通
路
の
草
刈
り
、
梅
の
古
木
整
枝
な
ど
も
開
始
し
ま
し

た
。
城
主
た
ち
が
優
雅
な
遊
び
に
興
じ
た
こ
の
美
し
い
緑
地
を
、

も
う
一
度
、
現
代
に
甦
ら
せ
た
い
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
探
索
に
ご

案
内
し
た
い
と
も
願
っ
て
い
ま
す
。 

【ふ
る
さ
と
館
で
玉
縄
城
文
化
づ
く
り 

次
々
】  

 

五
月
、
小
田
原
北
條
五
代
祭
り
参
加
。
六
月
、
七
月
歴
史
民

俗
資
料
館
展
示
入
替
え
。
か
な
が
わ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
歴
史

資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
開
始
。
十
月
、
玉
縄
城
主
墓

前
祭
、
城
主
奉
納
古
武
道
演
武
、
第
九
回
鎌
倉
芸
術
祭
参
加
、

「
フ
ル
ー
ト
・
ギ
タ
ー
・古
武
道
の
重
文
古
民
家
ク
ラ
シ
ッ
ク
ラ
イ

ブ
」
。
も
う
一
つ
の
鎌
倉
の
魅
力
、
玉
縄
城
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ジ
ア

ム
へ
、
私
た
ち
の
活
動
は
確
実
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。 
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玉縄城里山復活プロジェクト 

   

   

玉縄城址の自然を次世代へつなげる、城址の整備保全を進めています。「玉縄城を偲ぶコース」冠木門を潜ると深緑

の玉縄城址。ここは遺構の一つ七曲坂平場です、新設したベンチで一休み、さらに登ると太鼓櫓【市民緑地】です。 

「七曲坂」、太鼓櫓「市民緑地」は市民行政の協働で月例の草刈、花木剪定も実施しています。歴史案内看板、自然観

察看板があり野草観察も楽しめます。このコースで【城址遺構探索会】を行います。損保ジャパン環境財団基金で機材

を購入し活動が進みました。地域の皆さまとご一緒に使える道具も用意しています、月例の活動にご参加ください。 

    

鎌倉でも珍しい「半鐘づる」が自生。春から初夏は木苺、ホタルブクロ、キンランなど、秋はササ竜胆を観察できます。 

   

月例奉仕に加え数十年も人の手が入らなかった城址遺構「諏訪壇、けまり場、煙硝蔵」の里山再生活動も始めました。 
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玉縄城文化創生プロジェクト 

   

    

松尾市長と語らい。歴史まちづくりを進める鎌倉市と協力し、鎌倉唯一の「歴史民俗資料館」の展示替えと活用を進め

ています。教育委員会文化財課の指導で会員が新たな展示替えを行い、縄文から弥生、鎌倉、室町、昭和の史料をご

覧になれます。鎌倉市の小中学校体験学習「昔の暮らし調べ」をアシストしています、一度見学に来てください。 

  

   

かながわコミュニティカレッジ「歴史資料館ボランティア養成講座」。各地から受講生が参加。県歴史博物館と玉縄ふる

さと館の歴史民俗資料館で開催。協力は神奈川県、後援に鎌倉市、５週連続で開講。スキルアップ講座も開設中。ボラ

ンティア希望者も増えました。動態展示や出土品の解説パネルも増やし、楽しい歴史民俗資料館作りをめざします。 

   

第５0回小田原北條五代祭り。会員と鎌倉市議会の皆さんも参加。パレードに出発の北条左馬之助氏時隊と応援団。 



(４)                                     玉繩城まちだより      ２０１４年(平成２６年)８月２８日発行 第１４号 

１０月１８日（土）第２回 【玉縄城主墓前祭】      

  

ご住職の先導で玉縄城縁の皆さまと法要を執り行います 

     

市により新設された龍寳寺の案内看板 

 玉縄城主墓前祭【城主奉納古武道演武】  

三鱗紋陣幕の前で、柳生新陰流 武蔵「円明流」演武 

演武と解説：赤羽根龍夫、赤羽根大介、(他) 

10時開始 本堂階段下広場 予約者 100名着席  

第九回鎌倉芸術祭参加  

“誰も見たことがない”【重文古民家クラシックライブ】 

吉川久子（フルート）・宇賀神昭（ギター）・古武道演武 

13時開場/13時半開演 定員/先着 100名/料金/2,500円 

主催:玉縄城址まちづくり会議 共催:鎌倉文化人会議 後援:鎌倉市 

協力:玉縄自治町内会連合会、植木町内会、関谷城廻町内会     

歴史民俗資料館 特別展 

＜玉縄城で分かった武家の『文化活動』＞ 

歴代玉縄城主は小田原とは違う独特の【文化活動】に取り組んだ。

出陣儀式の様子、四代城主氏繁の「出陣設え」「けまり」など 

開館９時～１５時 入館料:100円    

9月～10月の活動予定 

9/13日(土) 8時～10時：市民緑地整備  13時～アカデミアへ 

27日(土) 8時～10時：七曲坂整備    13時～墓前祭準備 

10/2日(木) 9時半～12時：古民家清掃  13時～墓前祭準備 

   4日(土) 9時～11時：市民緑地整備  13時～企画会議 

11日(土)13時～16時：演武、古民家ライブ通しリハーサル 

17日(金)10時～15時：墓前祭セットアップ 

18日(土) 【玉縄城主墓前祭と古民家クラシックライブ開催】 

 【玉縄アカデミア】連続セミナー №２１ 

玉縄城の史料を読み込む 

玉縄城で分かった武家の「文化活動」 

日時：９月１３日(土)１３：３０～１６：００ 

会場：玉縄学習センター 第２集会室 

講師：伊藤一美（藤沢市文化財保護委員） 

募集人数：３０人  

参加料:市民５００円 会員３００円 

 

 

 

 

 

      

 

 

七
曲
坂
の
野
草
⑦
山
百
合 

神
奈
川
県
の
県
花
で
花
言
葉
は 

【威
厳
・甘
美
】群
生
よ
り
も
一
本

が
と
て
も
似
合
う
花
で
す
。
昭
和
六

十
年
頃
ま
で
は
、
斜
面
地
で
ど
こ
で

も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
残
念
で
す
が

近
年
で
は
ぐ
ー
ん
と
減
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
当
会
で
は
玉
縄
城
址
の
七

曲
坂
や
市
民
緑
地
に
山
百
合
の
球

根
を
植
え
て
、
里
山
の
雰
囲
気
を
残

そ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（増
川
勇
次
郎
）  

【
編
集
後
記
】と
お
願
い 

 

会
員
の
皆
さ
ま
、
玉
縄
城
主
墓
前

祭
と
古
民
家
ラ
イ
ブ
の
準
備
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
十
月
十
一
日
の
「
通

し
リ
ハ
ー
サ
ル
」
に
お
出
に
な
り
ま

せ
ん
か
。
祭
り
当
日
は
、
鎌
倉
中
か

ら
市
民
が
集
ま
り
満
席
も
予
想
さ

れ
ま
す
、
玉
縄
の
お
も
て
な
し
を
ご

披
露
い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

☎
４
５
・７
４
１
１ 

（荒
井
幸
子
） 
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